
神
戸
市
街
造
成
と
越
前
福
井
藩
―
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
か
ら
読
み
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松　

田　

裕　

之

は
じ
め
に

　

大
阪
湾
内
に
巨
大
港
を
擁
す
る
国
際
都
市
神
戸
の
原
型
は
、
慶
応
三
年
十
二
月
七
日
（
西
暦
一
八
六
八
年
一
月

一
日
）
の
開
港
か
ら
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
頃
ま
で
に
粗あ
ら
方か
た
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
青
写
真
を
描
い
た
の
が
、

越
前
福
井
出
身
の
関せ
き
ど戸
由よ
し
義つ
ぐ
（
写
真
１
）
で
あ
る
。

　

開
港
ま
も
な
い
神
戸
に
私
費
で
洋
風
小
学
校
を
建
て
、
兵
庫
県
官
と
な
っ
て
か
ら
は
貿
易
行
政
に
手
腕
を
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
二
大
幹
道
で
あ
る
滝
道
筋
（
現
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）
と
栄
さ
か
え
町ま
ち
通ど
お
りを
造
成
。
山
手
高
台
の
住
宅
地

に
碁
盤
状
の
街
路
を
整
備
し
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
諏す
わ
や
ま
訪
山
温
泉
郷
を
開
発
。
さ
ら
に
は
、
地
元
の
経
済
発

展
に
資
す
る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
神
戸
商
業
講
習
所
の
創
設
に
尽
力
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
実
績
を
残
し
な
が
ら
、
関
戸
に
関
す
る
検
証
は
従
来
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
そ
れ

で
は
」
と
調
査
を
開
始
し
た
が
、
残
さ
れ
た
記
録
が
思
い
の
ほ
か
少
な
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
間
に
は
多
く
の
空

白
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

こ
の
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
松
平
文
庫
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
か
ら
福
井
県
文
書

館
に
移
管
）
に
残
さ
れ
た
浩こ
う
瀚か
ん
な
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
と
そ
の
管
理
に
携
わ
る
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
文

書
館
の
方
々
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
関
戸
由
義
と
い
う
謎
多
き
人
物
の
生
涯
を
『
港
都
神
戸
を
造
っ
た
男　
《
怪
商
》
関
戸
由
義
の
生

涯
』（
風
詠
社　

二
〇
一
七
年
）
と
題
す
る
評
伝
に
ま
と
め
た
筆
者
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、
福
井
藩
人
事
関
係

資
料
の
活
用
例
と
有
用
性
を
示
し
、
今
後
、
幕
末
維
新
史
・
地
方
史
研
究
、
あ
る
い
は
家
系
・
人
物
調
査
に
携
わ

る
方
々
の
参
考
に
供
し
た
い
。

解
　
説

写真1		伝・関戸由義
　　　��川嶋禾舟（右次）（1933 年 6 月）「關戸由義氏事蹟一班」
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一
、
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
と
の
出
会
い

　

ま
ず
、
関
戸
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
摂
津
三さ
ん
だ田
藩
士
」
説
と
「
越
前
福
井
藩
士
」
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。

筆
者
は
神
戸
市
文
書
館
よ
り
紹
介
さ
れ
た
村む
ら
の野
山さ
ん
人じ
ん
（
関
西
屈
指
の
鉄
道
事
業
家
）
宛
の
関
戸
書
簡
の
な
か
に

「
生な
ま
雲う

丹に

国く
に
元も
と
よ
り
持
ち
帰
り
」
と
い
う
一
節
を
見
つ
け
、「
三
田
藩
士
」
説
を
斥し
り
ぞけ
た
。
摂
津
国
内
陸
部
に
位
置

す
る
三
田
（
現
・
兵
庫
県
三
田
市
）
で
生
雲
丹
を
入
手
で
き
る
は
ず
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
関
戸
が
「
越
前
福
井
藩
士

4

4

」
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
い
さ
さ
か

時
間
を
要
し
た
。
導
き
と
な
っ
た
の
は
、
関
戸
に
論
及
し
た
既
存
の
諸
研
究
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
福
澤
諭
吉
と

の
親
密
な
交
流
で
あ
る
。『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』（
慶
應
義
塾　

二
〇
〇
一
年
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
福
澤
が
知
人

に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
に
「
私
知
人
関
戸
良
平
と
申
人
」（
明
治
五
年
十
一
月
七
日
付
島
津
復ま
た
生な
り
宛
）
や
「
旧
越

前
藩
之
人
」（
明
治
二
十
二
年
十
月
十
五
日
付
田
中
不ふ

二じ

麿ま
ろ
宛
）
と
い
う
記
載
を
確
認
で
き
た
。
右
書
簡
に
関
連

し
た
論
文
（
西
澤
直
子
「
奥
平
家
の
資
産
運
用
と
福
澤
諭
吉
―
新
資
料
・
島
津
復
生
宛
福
澤
諭
吉
書
翰
を
中
心
と

し
て
―
」
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
一
巻　

一
九
九
四
年
）
に
は
、松
平
文
庫
「
新

番
格
以
下
増
補
雑
輩
」（
以
下
、「
雑
輩
」）
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。

　

早
速
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
で
「
雑
輩
」（
写
真
２
）
を
閲
覧
す
る
と
、
そ
の
最
終
丁
に
「
横
濱
也　

輪
違　

関
戸
良
平　

一
明
治
二
巳
十
二
月
四
日
民
部
省
通
商
少
佑
申
付
候
事　

一
通
商
権
大
祐マ
ヽ　

一
同
三
午
十
二

月
五
日
通
商
少
佑
儀
被
免
、
本
官
候
条
此
段
相
達
候
事
」
と
い
う
記
載
（
写
真
３
）
が
あ
っ
た
。

　
「
明
治
二
巳
十
二
月
四
日
民
部
省
通
商
少
佑
申
付
候
事
」
と
い
う
一
節
を
も
と
に
、『
明
治
三
年
大
蔵
省
官
員
録

（
筆
写
）』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
大
隈
文
書
』
所
蔵
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
通
商
司　

少
佑
」
項
に
「
福
井

（
朱
書
）　

関
戸
良
平
」
の
記
載
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
「
関
戸
良
平
」
が
「
関
戸
由
義
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ

と
は
、『
明
治
初
期
官
員
録
・
職
員
録
集
成
』
第
二
～
三
巻
（
柏
書
房　

一
九
八
一
年
）
に
採
録
さ
れ
た
明
治
三

年
二
、
四
、
五
、
六
、
八
、
十
、
十
一
各
月
の
「
大
蔵
省
通
商
司
少
佑
」
項
の
「
源　

由
義　

関
戸
」
と
い
う
記

載
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
⑴
。

写真 2		「新番格以下増補雑輩」表紙
松平文庫　福井県文書館保管



　

と
は
い
え
、
関
戸
が
「
越
前
福
井
藩
士

4

4

」
で
あ
る
な
ら
、
藩
政
期
の
履
歴
も
「
雑
輩
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
は

ず
だ
。
こ
の
点
を
長
野
栄
俊
氏
（
福
井
県
文
書
館
主
任
）
に
お
訊
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
民
部
省
に
出
仕
し
た
関
戸

良
平
の
名
が
「
雑
輩
」
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
本
来
な
ら
ば
人
事
諸
記
録
の
採
録
対
象
と
な
る
藩
士
身
分
＝
士
分

で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
う
し
た
身
分
の
者
の
子
弟
に
も
該
当
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
政
府
の
役
人
＝

官
員
と
な
っ
た
た
め
に
、
藩
と
し
て
改
め
て
彼
の
名
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
生
じ
た
た
め
と
推
測
で
き
る
」
旨

の
教
示
を
頂
い
た
。

　

確
か
に
、
関
戸
以
外
の
「
雑
輩
」
収
録
者
を
眺
め
て
も
、
明
治
維
新
後
に
官
員
身
分
を
得
た
者
や
医
療
の
現
場

業
務
に
就
い
た
者
が
多
く
、
彼
等
も
ま
た
藩
政
期
の
履
歴
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
雑
輩
」
の
記
載
と
長
野
氏
の
説

明
か
ら
、
筆
者
は
関
戸
が
「
藩
士
」
の
範
カ
テ
ゴ
リ
ー
疇
に
含
ま
れ
ず
、
む
し
ろ
明
治
維
新
に
よ
る
封
建
的
身
分
制
の
止
揚
を

機
に
己
が
才
覚
を
頼
り
と
し
て
社
会
階
梯
を
登
っ
た
、
い
わ
ば
下
剋
上
型
の
成
功
者
と
理
解
し
た
。

二
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
渡
航
を
め
ぐ
っ
て

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
三
月
二
十
四
日
に
兵
庫
県
外
務
局
勧
業
課
少
属
と
し
て
神
戸
入
り
し
て
以
降
の
関
戸

の
事
績
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
文
書
館
、
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
、
兵
庫
県
公
館
県
政
資
料
館
、
神
戸
大
学
附
属

図
書
館
、
神
戸
地
方
法
務
局
に
残
る
文
献
史
料
に
よ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
追
跡
で
き
る
。

　

対
照
的
に
、
そ
れ
以
前
の
足
取
り
と
し
て
は
、
明
治
維
新
前
夜
に
混
乱
の
極
み
に
あ
っ
た
江
戸
市
中
で
書
画
骨

董
・
民
芸
品
を
安
値
で
買
い
集
め
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
そ
れ
ら
を
売
り
捌さ
ば
い
て
巨
利
を
得
た
、
と
い
う
「
一

攫
千
金
」
的
な
成
功
譚
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

筆
者
は
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
渡
航
」
に
着
目
し
た
。
関
戸
が
神
戸
近
代
化
に
果
た
し

た
最
大
の
貢
献
は
、
市
街
地
整
備
計
画
の
立
案
と
幹
道
敷
設
・
宅
地
造
成
事
業
の
推
進
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
地
勢

と
そ
れ
に
適
合
し
た
都
市
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
れ
ば
、
神
戸
市
街
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
街
と
共
通
す

る
点
が
少
な
く
は
な
い
。

写真 3		「関戸良平」履歴
松平文庫　福井県文書館保管



　

関
戸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
渡
航
に
つ
い
て
も
、
長
野
氏
か
ら
貴
重
な
情
報
を
頂
い
た
。
一
八
六
八
年
五

月
十
三
、二
十
七
日
、
六
月
十
七
日
付
『
ハ
ワ
イ
王
国
官
報
（The H

aw
aiian G

azette, M
ay 13, 27, June 17, 

1868

）』（
以
下
『
官
報
』）
に
「
関
戸
氏
（D

r. Sekido

）
率
い
る
日
本
人
一
行
が
ア
イ
ダ
ホ
号
で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
、

呉
服
反
物
を
地
元
の
資
産
家
に
販
売
し
た
後
、
ア
イ
ダ
ホ
号
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
っ
た
」
こ
と
を
報
じ
た

一
連
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

当
時
、
横
浜
か
ら
ハ
ワ
イ
を
経
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
至
る
航
海
に
は
、
約
三
十
日
前
後
を
要
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
逆
算
す
る
と
、「
関
戸
氏
率
い
る
日
本
人
一
行
」
を
乗
せ
た
ア
イ
ダ
ホ
号
が
横
浜
を
出
港
し
た
の
は
、

一
八
六
八
年
三
月
中
旬
―
和
暦
で
は
慶
応
四
年
二
月
末
頃
―
の
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

右
掲
『
官
報
』
記
事
の
日
付
と
同
じ
時
期
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
活
動
し
て
い
た
日
本
人
を
調
べ
る
と
、
若

き
高
橋
是こ
れ
清き
よ
の
存
在
を
確
認
で
き
た
。
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
八
月
、
十
六
歳
の
時
に
仙
台
藩
留
学
生
と
し
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
回
想
記
『
高
橋
是
清
自
伝　

上
巻
』（
中
公
文
庫　

一
九
七
六
年
）

に
「
越え
ち
前ぜ
ん
の
医
者
某
と
い
う
の
が
、
維
新
の
騒
ぎ
に
、
い
ろ
い
ろ
の
品
物
を
二
束
三
文
に
買
倒
し
て
、
そ
れ
を
ア

メ
リ
カ
に
持
っ
て
来
て
一ひ
と
儲も
う
け
し
よ
う
と
か
か
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
関
戸
は
渡
航
直
前

ま
で
江
戸
で
医
者
を
開
業
し
て
い
た
。

　

筆
者
は
維
新
混
乱
期
に
関
戸
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
渡
航
し
た
こ
と
を
事
実
と
認
定
し
て
も
問
題
な
い
と
判

断
し
た
が
、
手
塚
晃
編
『
幕
末 

明
治 

海
外
渡
航
者
総
覧
』
第
一
～
三
巻
（
柏
書
房　

一
九
九
二
年
）
を
眺
め
て

も
、
留
学
ま
た
は
視
察
の
た
め
に
海
外
渡
航
し
た
人
物
約
四
二
〇
〇
名
中
に
「
関
戸
」
姓
の
者
が
見
当
た
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
関
戸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
渡
航
は
密
航
の
可
能
性
が
高
い
の
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
行
に
際
し
て
は
信
頼
の
お
け
る
協
力
者
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
こ
に
は
福
井
藩
関
係
者

の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。
ひ
と
り
は
、
横
浜
で
福
井
藩
商
館
石
川
屋
を
差
配
し
て
い
た
岡
倉
覚か
く
右え

衛も

門ん

。
明
治
期

美
術
界
を
牽
引
し
た
岡
倉
天
心
の
実
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、松
平
文
庫
「
新
番
格
以
下
」

に
「
郡
奉
行
井
原
次
郎
左
衛
門
組　

岡
倉
覚
右
衛
門　

坪
田
」
と
あ
る
。
も
う
ひ
と
り
は
、
日
頃
よ
り
石
川
屋
に



出
入
り
し
て
岡
倉
と
は
親
密
で
あ
っ
た
外
商
の
ユ
ー
ジ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
。

　

藩
家
老
を
務
め
た
本
多
敬た
か
義よ
し
―
松
平
文
庫
「
剝
札
」
に
は
「
本
多
義ヨ
ロ
シ　

四
郎
右
衛
門　

鋭
次
郎　

修
理　

大
藏　

波
釣
月
」
と
記
載
―
が
も
の
し
た
『
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記
』（
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会　

一
九
七
四
年
）

に
よ
る
と
、
岡
倉
は
福
井
藩
探
索
方
を
務
め
て
い
た
。
内
外
の
事
情
に
通
じ
た
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
は
大
切
な
情
報

源
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
か
た
や
ハ
ワ
イ
総
領
事
の
肩
書
を
持
つ
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
は
日
本
人
労
働
力
の
ハ
ワ
イ
輸

出
事
業
を
目
論
ん
で
お
り
、
慶
応
三
年
四
月
二
十
二
日
よ
り
二
回
に
わ
た
っ
て
神
奈
川
奉
行
所
か
ら
計
三
五
〇
名

分
の
旅
券
発
行
を
受
け
て
い
る
。
海
外
渡
航
希
望
者
か
ら
す
る
と
、
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
に
依
頼
す
れ
ば
、
煩
瑣
な

申
請
手
続
を
経
ず
と
も
横
浜
発
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
⑵
。
関
戸
は
こ
の
両
名
に
協
力
を

仰
ぎ
、
維
新
の
混
乱
に
乗
じ
て
密
航
を
敢
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
官
報
』
記
事
に
は
、
関
戸
一
行
の
通
訳
と
し
て
〝Zangim

oto

〟
あ
る
い
は
〝Yangim

otu

〟
な
る
人

物
も
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
福
井
藩
士
の
柳
本
直
太
郎
か
も
し
れ
な
い
。「
新
番
格
以
下
」
に
は
「
柳
本
直
太
郎　

直
帰　

久
斎　

直
太
郎
」
と
あ
る
。
小
坊
主
・
表
坊
主
を
務
め
た
後
、
藩
よ
り
江
戸
就
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
幕
府
直
轄
の
蕃
書
調
所
を
経
て
、
慶
応
二
年
二
月
に
福
澤
諭
吉
の
慶
応
義
塾
に
入
塾
。
翌
三
年
四
月
、
藩
命

を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
る
。

　
〝Zangim

oto
〟
あ
る
い
は
〝Yangim

otu

〟
が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
柳
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
岡
倉
が
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
自
邸
を
持
つ
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
を
介
し
て
関
戸
の
渡
米
を
前
以
て
柳
本
に
通
知
し
、
現
地
で
通

訳
と
し
て
協
力
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
関
戸
の
密
航
の
裏
で
は
、
福
井
藩
関
係
者
間

の
密
か
な
連
係
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

三
、「
横
濱
也
」
と
「
輪
違
」
が
意
味
す
る
も
の

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
帰
国
し
た
関
戸
は
、横
浜
商
人
小
西
屋
伝
蔵
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、猟
官
運
動
を
行
っ

た
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
『
貨
幣
之
儀
ニ
付
奉
申
上
候
』（
以
下
『
貨
幣
之
儀
』）。「
横
濱
本
町
四
丁
目



小
西
屋
伝
蔵
厄
介　

関
戸
良
平
」
が
、「
同
弁
天
通
五
丁
目
門か
ど
や屋
幸こ
う
の
す
け

之
助
」
と
の
連
署
で
民
部
省
に
提
出
し
た
建

白
書
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
大
隈
文
書
』
所
蔵
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
明
治
新
政
府
が
慶
応
四
年
五
月
に
発
行
し
た
不
換
紙
幣
＝
金き
ん
札さ
つ
の
不
備
に
よ
る
居
留
地
貿
易
の
混
乱
を

指
摘
し
、
そ
の
是
正
方
法
を
提
示
し
た
も
の
だ
。
明
治
二
年
十
二
月
の
民
部
省
出
仕
は
、
こ
の
『
貨
幣
之
儀
』
を

評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
雑
輩
」
の
「
関
戸
良
平
」
と
い
う
記
名
の
上
に
添
え
ら
れ
た
「
横
濱
也
」
は
、

任
官
当
時
の
関
戸
の
居
住
地
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
連
署
人
の
「
門
屋
幸
之
助
」
の
本
名
は
伊
東
哲
之
助
信
保
で
、
実
父
は
将
軍
家
主
治
医
に
し
て
江
戸
に

種
痘
所
を
創
設
し
た
蘭
方
医
学
の
泰
斗
伊い
と
う東
玄げ
ん
朴ぼ
く
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
関
戸
は
密
貿
易
で
得
た
資
金
を
活

用
し
、
門
屋
幸
之
助
に
建
白
書
の
代
筆
を
依
頼
す
る
一
方
で
、
横
浜
商
人
衆
の
人
脈
を
介
し
て
任
官
工
作
を
図
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。

　

関
戸
の
謎
多
き
前
半
生
が
少
し
ず
つ
あ
き
ら
か
と
な
る
な
か
、
筆
者
は
神
戸
市
街
整
備
計
画
に
関
す
る
一
次
史

料
を
確
認
す
べ
く
三
井
文
庫
を
訪
ね
た
。
三
井
組
は
滝
道
筋
・
栄
町
通
敷
設
や
山
手
住
宅
地
造
成
に
多
額
の
融
資

を
行
っ
て
い
る
。
関
連
文
書
群
の
な
か
に
は
、
関
戸
の
前
半
生
を
暴
い
た
追
号
一
六
四
二
―
四
―
一
『
關
戸
由
義

關
戸
左
一
郎
戸
籍
写
』（
以
下
『
戸
籍
』）・
追
号
一
六
四
二
―
四
―
二
『
關
戸
左
一
郎
身
分
内
密
取
調
書
』（
以
下

『
調
書
』）
が
あ
っ
た
。

　
『
戸
籍
』
に
よ
っ
て
、
関
戸
の
生
年
月
日
は
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
る
と
判
明
。『
調

書
』
は
「
關
戸
左さ

一い
ち
郎ろ
う
」
が
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
貸
金
返
済
を
め
ぐ
っ
て
西
京
三
井
銀
行
を
訴
え
た
こ

と
か
ら
、
同
行
が
裁
判
に
備
え
て
準
備
し
た
も
の
だ
。
こ
こ
で
は
紙
数
の
都
合
上
、『
調
書
』
添
付
の
報
告
書
「
捜

索
原
証
」
の
内
容
を
略
記
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
「
戸
籍
に
よ
る
と
、
関
戸
由
義
・
左
一
郎
の
兄
弟
は
福
井
藩
医
の
第
四
代
山
本
正
し
ょ
う
伯は
く（
関せ
き
彦ひ
こ
輔す
け
）
の
次
男
・
三

男
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
詐
称
で
あ
る
。
由
義
は
福
井
城
下
呉
服
下
町
の
薬
種
問
屋
輪わ
ち
が
い
や

違
屋
の
分
家
で
煎
薬

業
を
営
む
第
四
代
平
兵
衛
と
、
正
伯
の
家
に
奉
公
し
て
い
た
乳
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
良
平
と
称
し
、



正
伯
の
も
と
で
下
男
奉
公
し
て
い
た
が
、
父
平
兵
衛
の
死
去
に
と
も
な
っ
て
輪
違
分
家
を
相
続
。
し
か
し
、
本
家

筋
の
妻
女
と
通
じ
た
廉
で
家
財
没
収
・
越
前
追
放
の
刑
に
処
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
良
平
は
京
都
の
按あ
ん
ま
し
摩
師
山
口
家

の
食
客
と
な
り
、
同
家
の
子
女
フ
サ
と
結
婚
。
こ
の
フ
サ
の
実
弟
が
左
一
郎
で
あ
る
。
慶
応
年
間
、
良
平
一
家
は

京
都
を
去
り
、
江
戸
で
医
者
を
開
業
。
こ
の
頃
よ
り
、
関
戸
姓
を
も
ち
い
て
『
由
義
』
と
名
乗
る
。
洋
行
後
、
官

途
に
就
く
が
、
任
官
中
に
福
井
旧
知
事
と
相
謀
り
、
神
戸
で
事
業
を
起
こ
す
べ
く
転
属
工
作
を
行
っ
た
。
な
お
、

詐
称
被
害
に
遭
っ
た
第
五
代
山
本
正
伯
（
山
本
正
）
は
、
由
義
と
親
密
に
交
際
し
て
い
る
」

　
「
雑
輩
」
の
「
関
戸
良
平
」
と
い
う
記
名
の
横
に
添
え
ら
れ
た
「
輪
違
」
は
関
戸
の
本
姓
で
あ
っ
た
。「
雑
輩
」

編
纂
者
は
「
関
戸
良
平
」
が
か
つ
て
の
罪
人
＝
輪
違
良
平
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
捜
索
原
証
」の
な
か
で
鍵
と
な
る
人
物
が
、関
戸
に「
実
父
」と
詐
称
さ
れ
た
山
本
正
伯
。
松
平
文
庫「
御
医
師
」

に
「
山
本　

関
彦
輔
」
と
あ
る
。
長
野
氏
か
ら
は
松
平
文
庫
「
姓
名
録　

七　

ム
ウ
ノ
ク
ヤ
」
収
録
「
山
本
正
伯　

関
彦
輔
」
の
筆
耕
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
山
本
家
は
代
々
「
御お
ん
め目
医い

師し

」、
つ
ま
り
眼
科
専
門
の
藩

医
を
務
め
て
い
る
。

　

こ
こ
で
筆
者
は
輪
違
平
兵
衛
が
山
本
家
に
乳
母
奉
公
し
て
い
た
女
性
を
妻
に
迎
え
た
経い
き
緯さ
つ
に
着
目
し
た
。「
捜

索
原
証
」
に
「
事
故
ア
リ
妻
ト
ナ
シ
（
事
情
が
あ
っ
て
妻
に
迎
え
た
）」
と
い
う
奇
妙
な
一
節
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

密
偵
は
「
事
故
」
の
具
体
的
内
容
を
記
し
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
測
し
た
。

　
「
事
故
（
事
情
）」
と
は
、
正
伯
が
奉
公
人
の
乳
母
を
誤
っ
て
懐
妊
さ
せ
た
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。
正
伯

は
家
名
を
守
る
た
め
に
、
妊
娠
中
の
乳
母
を
輪
違
平
兵
衛
に
「
引
き
取
ら
せ
た
」
の
で
は
な
い
か
。
山
本
家
が
邸

を
構
え
る
福
井
城
下
亀
屋
町
（
現
福
井
市
春
山
一
丁
目
）
と
輪
違
屋
の
店
舗
が
あ
る
呉
服
下
町
（
現
福
井
市
春
山

二
丁
目
）
と
は
隣
接
し
て
お
り
、
生
業
柄
、
両
者
の
間
に
は
取
引
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
平
兵
衛
が 

「
事
故
」
処
理
を
了
承
し
た
見
返
り
と
し
て
、
正
伯
は
平
兵
衛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
自
身
の
子
＝
良
平
を
「
下

僕
」
と
い
う
名
目
で
手
も
と
に
置
い
て
医
師
修
行
を
さ
せ
、
将
来
に
保
証
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

正
伯
は
こ
の
こ
と
を
跡
継
ぎ
の
山
本
正
（
良
伯
）
に
も
打
ち
明
け
、
異
母
弟
を
秘
か
に
支
援
す
る
よ
う
託
し
た
の
で



は
な
い
か
。
関
戸
は
お
そ
ら
く
越
前
追
放
に
際
し
て
出
生
の
秘
密
を
山
本
父
子
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
―

　

輪
違
良
平
が
関
戸
由
義
と
し
て
神
戸
近
代
史
に
名
を
刻
む
過プ
ロ
程セ
ス
で
訪
れ
た
幾
つ
か
の
転
機
に
照
ら
せ
ば
、
右
推

測
の
蓋が
い
然ぜ
ん
性せ
い
は
低
く
な
い
。
こ
の
人
物
は
人
生
の
岐
路
に
立
つ
た
び
に
、
一
介
の
町
人
で
は
為
し
難
い
挙
に
打
っ

て
出
る
。
無
論
、
本
人
の
才
覚
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
福
井
藩
の
有
力
筋
に
繋
が
る
人

間
の
存
在
無
く
し
て
実
現
が
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
藩
医
と
し
て
松
平
家
に
仕
え
た
山
本
正
伯
父
子

の
存
在
が
、
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
る
。

　

関
戸
が
飛
躍
す
る
契
機
と
な
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
の
渡
航
に
は
、
関
戸
と
岡
倉
を
結
び
つ
け
る
人
物
の

存
在
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
に
興
味
を
そ
そ
る
の
は
、「
捜
索
原
証
」
に
民
部
省
出
仕
中
の
関
戸
が
「
福

井
旧
知
事
と
相
謀
り
、神
戸
で
事
業
を
起
こ
す
べ
く
転
属
工
作
を
行
っ
た
」
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
。
こ
こ
で
「
福

井
旧
知
事
」
と
は
、
松
平
慶
永
（
春
嶽
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

民
部
（
大
蔵
）
省
通
商
司
か
ら
県
外
務
局
勧
業
課
へ
の
転
属
は
、
ど
ち
ら
も
産
業
振
興
を
管
轄
す
る
部
署
で
あ

り
、
下
級
官
吏
の
職
歴
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
眺
め
る
と
、
順
当
な
流
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、
関
戸
が
神
戸
港
を

管
轄
す
る
兵
庫
県
庁
に
都
合
よ
く
転
属
で
き
た
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
慶
永
は
関
戸
が
民
部
省
に
出
仕
す
る

直
前
ま
で
初
代
民
部
卿
の
座
に
あ
っ
た
。

　

関
戸
と
慶
永
の
交
際
は
、松
平
文
庫
「
御
用
日
記
」
お
よ
び
慶
永
が
綴
っ
た
日
誌
『
礫れ
き
川せ
ん
文も
ん
藻そ
う
』
坐
右
日
簿
（
福

井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
松
平
邸
家
従
が
付
け
た
宿
直
簿
で
あ
る
前
者
「
明
治
五

壬
申
歳
正
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
」（
写
真
４
）
の
「
明
治
五
年
正
月
二
十
八
日
」
に
は
「
一
唐
筆　

一
箱　

一
賀
茂

川
千
鳥　

一
箱　
　

関
戸
良
平　

右
献
上
致
候
事
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
現
存
す
る
右
掲
ふ

た
つ
の
日
録
に
関
戸
の
名
が
登
場
し
た
最
初
の
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
御
用
日
記
」
の
閲
覧
に
は
長
野
氏
と
宇
佐
美
雅
樹
氏
（
福
井
県
文
書
館
主
任
）、『
礫
川
文
藻
』
の
閲

覧
に
は
印
牧
信
明
氏
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）
の
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
か
つ
て
追
放
刑
に
処
さ
れ
た
町
人
身
分
の
者
が
、
四
民
平
等
の
世
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

写真 4		「御用日記」明治五年正月二十八日の記載（丸枠部）
松平文庫　福井県文書館保管



数
年
前
ま
で
は
雲
上
人
で
あ
っ
た
旧
藩
主
と
親
し
く
交
流
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
慶
永
と
関
戸
の
間
を
取
り
持
つ

人
間
の
存
在
無
し
に
は
叶
わ
な
い
状
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

況
と
い
え
る
。
仲
介
者
と
し
て
は
、
山
本
正
伯
を
は
じ
め
と
し
て
、
岡
倉
や

柳
本
の
名
も
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
士
族
授
産
を
構
想
し
て
い
た
慶
永
が
、
右
掲
の
人
び
と
を
介
し
て
、
関
戸
が
温
め
て
い
た
不
動
産

投
資
と
都
市
整
備
を
連
携
さ
せ
た
事
業
計
画
に
力
を
貸
す
決
断
を
下
し
た
、
と
も
推
測
で
き
る
。
華
士
族
の
家

禄
・
賞
典
禄
の
廃
止
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
明
治
九
年
五
月
、
本
多
敬
義
が
神
戸
の
関
戸
邸
隣
接
地
に
移
住
し

た
の
は
、
士
族
授
産
に
関
連
し
て
の
動
き
で
あ
ろ
う
か
。『
兵
庫
縣
人
物
列
傳　

第
一
編
』（
興
信
社
出
版
部　

一
九
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、
敬
義
は
神
戸
元
町
通
で
質
屋
を
開
業
し
て
い
る
。
娘
・
衣き
ぬ
（
幾
奴
）
の
婿
養
子
に
迎

え
ら
れ
た
小お
や
い
づ
せ
い
じ

柳
津
精
二
（
旧
岡
崎
藩
士
）
は
、
神
戸
市
会
議
員
、
商
業
会
議
所
議
員
等
を
歴
任
し
、
神
戸
の
名
士

の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
た
。

　

右
掲
の
人
び
と
以
外
に
も
、
松
平
文
庫
「
士
族
」
に
履
歴
が
あ
る
「
瓜
生
三ミ

寅ト
ラ
」
が
明
治
五
年
か
ら
同
七
年
ま

で
初
代
神
戸
税
関
長
を
務
め
、
柳
本
も
明
治
十
年
か
ら
同
十
七
年
ま
で
兵
庫
県
御
用
掛
、
同
県
少
書
記
官
、
同
県

大
書
記
官
を
歴
任
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
関
戸
と
は
何
ら
か
の
接
触
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
関
戸
を
は
じ
め
と
し
て
越
前
福
井
出
身
者
が
開
港
地
神
戸
で
織
り
な
し
た
交
流
は
、
ま
こ
と
に

興
味
が
尽
き
ぬ
歴
史
模
様
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

む
す
び

　

松
平
文
庫
の
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
と
そ
の
管
理
を
担
わ
れ
る
方
々
の
お
陰
で
、
神
戸
近
代
史
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
関
戸
由
義
の
事
績
を
検
証
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。
越
前
福
井
藩
は
幕
末
維
新
期
に
数あ
ま
た多
の

人
材
を
各
界
に
輩
出
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
関
戸
の
よ
う
な
異
色
の
人
物
も
い
た
事
実
を
あ
き
ら
か
に
し
た
こ
と

で
、
多
少
な
り
と
も
「
恩
返
し
」
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

人
物
史
や
地
方
史
・
郷
土
史
と
い
う
「
小
文
字
の
歴
史
」
に
刻
ま
れ
た
有
名
無
名
の
人
び
と
の
営
み
の
真
意
は
、



一
国
全
体
、
さ
ら
に
は
世
界
規
模
で
の
政
治
史
・
経
済
史
・
文
化
史
、
す
な
わ
ち
「
大
文
字
の
歴
史
」
と
照
合
す

る
こ
と
で
鮮
明
と
な
ろ
う
。
同
時
に
、「
大
文
字
の
歴
史
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
史
実
は
、「
小
文
字
の
歴
史
」

を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
秘
め
た
る
実
相
を
顕
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
『
福
井
藩
士
履
歴
』
と
し
て
刊
行
が
進
む
松
平
文
庫
の
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
と
そ
れ
に
関
連
し
た
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
が
、
今
後
の
歴
史
研
究
を
新
た
な
地
平
へ
と
導
く
頼
も
し
い
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。

註
　

⑴ 

但
し
、『
官
員
録　

官
版　

明
治
３
年
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
見
る
と
、「
源　

由
義　

関
戸
」
は

三
十
七
丁
「
民
部
省
通
商
司
権
大
佑
」
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
官
員
録
巻
末
に
は
手
書
き
で
「
改
正
年
月
日　

明
治
三
年
六
月

七
日
か
ら
七
月
十
日
の
間　

佐
久
間
調
」
と
あ
る
。
明
治
三
年
七
月
十
日
、太
政
官
宣
達
に
よ
っ
て
、従
来
事
実
上
の
合
併
状
態
（「
民

部
大
蔵
省
」
と
も
呼
称
）
に
あ
っ
た
民
部
・
大
蔵
両
省
は
分
離
さ
れ
、
通
商
司
は
大
蔵
省
管
轄
に
な
っ
て
い
る
。

　

⑵ 

岡
倉
に
つ
い
て
は
長
野
栄
俊
（
二
〇
一
三
年
）「
岡
倉
天
心
の
父
親
に
つ
い
て
」『
生
誕
150
年
・
没
後
100
年
記
念　

岡
倉
天
心
展
』
福

井
県
立
美
術
館　

二
一
七
～
二
一
八
頁
「（
二
）
福
井
藩
探
索
方
と
し
て
」
参
照
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
に
つ
い
て
は
渡
辺
礼
三

（
一
九
八
六
年
）『
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
・
日
系
人
の
歴
史　

上
巻
』
ハ
ワ
イ
報
知
社　
一
五
一
～
一
六
五
頁
「
ヴ
ァ
ン
リ
ー
ド
略
伝
」
参

照
。



参考資料

福井藩家臣団の家格別人数
(嘉永５年)

・荒子・中間等の小者973名を除く。
・舟澤茂樹氏「福井藩家臣団と藩士の昇進」
　『福井県地域史研究』創刊号 1970年による。

家      格 人　数

（

士
族
略
履
歴

諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名

各資料と家格などとの関係

「よたれ」欠

新番格以下

士族略履歴

本多家
高知席
高　家
寄合席
定座番外席
番士  役番外
　　　大番など
新番・新番格
医師・絵師など

　士分合計

与力
小役人
一統目見席
小算・坊主・下代
諸組(足軽)

　卒合計

家臣団総計

1
16
2

38
14

106
495
81
49

　802

39
84
87

347
1,341

1,898

2,700

◆
　
　
札

子
弟
輩
な
ど

旧
藩
制
役
成

増
補
雑
輩

        

な
ど

士族 旧藩制役成剝札

士
　
　
族

「かよたれそ」
欠

＊嘉永5年の表にある与力39名は、慶応2年10月22日までに全員が士分として召し出されたため、
「剝札」「士族」「士族略履歴」に収載されている。
＊なお、嘉永5年の表に載っていないが、元武生家来（府中本多家家臣。ただし物頭以上）の29
名も明治2年11月25日の改革で士分とされたため「剝札」「士族」に収載されている。

「書役」について

　「新番格以下」1 ～ 7、および「雑輩之類剝札」の巻末にはそれぞれ以下の「書
役」が記載されている。「新番格以下増補雑輩」には記されていない。
　「書役」について詳しくは吉田健「幕末維新期の福井藩人事関係資料（松平文庫）
について」『福井藩士履歴１　あ～え』解説を参照。

剝

新番格以下 増補雑輩 剝札

家数 人数 人数 人数

イ 27 115 30 1

ハ 30 117 12

ニ 6 31 4

ホ 7 36 2

ト 12 56 2

チ 2

リ 1 1

ヲ 35 135 10

ワ 13 66 3

カ 19 80 13 1

ヨ 28 104 12

タ 41 173 13 2

ツ 10 41 7

ネ 1 3

ナ 17 78 5 1

ム 9 43 3

ウ 8 42 8

ノ 17 67

ク 10 40 1

ヤ 25 98 2

マ 25 103 14

ケ 1

フ 16 64 10 1

コ 11 43 4 2

エ 8 27

テ 2 8

ア 16 69 7

サ 25 109 9 1

キ 8 36 2

ミ 8 43 1

シ 16 75 6 2

ヒ 6 22 4

モ 7 28 2

セ 2 7

ス 4 17 2 1

合計 470 1977 187 16

書役名 「新番格以下」にみえる記事
御記録書継方下代
　二見浦右衛門

（弘化四年九月）同月十八日御目付御記録書継方下代被仰付候

石原甚十郎物書
　大橋佐四郎

―

横田作太夫物書
　大瀬弥作

（元治元）同年六月廿四日昨秋詰中御目付御記録書継被仰付、
格別出精相勤候ニ付小寄合格ニ被成下、金五百疋被下置候

土屋十郎右衛門物書
　寺嶋仙右衛門

天保六未年御目付大関新五左衛門組江被召抱
同十四卯年物書役被仰付

中根新左衛門物書
　森永常次

御目付物書 森永儀兵衛（真柄）と同一人物か？

浅井八百里物書
　鷲田直四郎

弘化四未年物書役被仰付
弘化四未年十月十九日江戸詰之処御呼返し、浅井八百里物書
役被仰付・�点線は原本の区切り。

・��家数・人数のイ～ヨは確定値。タ以下及び新番
格以下増補雑輩・雑輩之類剝札は筆耕原稿など
による概数。

・��新番格以下増補雑輩・雑輩之類剝札は家として
管理されていないので人数のみ。

「新番格以下」及び「新番格以下増補雑輩」
「雑輩之類剝札」に掲載されている家数・
人数


